
ヌ
文
化
に
お
け
る
美
と
祈
り

の
形
を
、
世
界
の
ビ
ー
ズ
と

い
う
視
点
か
ら
探
る
試
み
で

あ
る
。
池
谷
和
信
ほ
か
二
二

人
の
執
筆
者
に
よ
る
考
古
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本
書
は
「
ア
イ
ヌ
の
ビ
ー

ズ
」
を
核
と
し
て
、
横
軸
に

世
界
地
理
的
な
広
が
り
を
、

縦
軸
に
二
万
年
前
か
ら
の
時

間
を
積
層
し
て
い
る
。
ア
イ

受
け
継
ぐ
文
化
を
尊
重
す
る
矜
恃
と
態
度

世
界
地
理
的
な
広
が
り
と
時
間
を
積
層
す
る

知

足
　

美

加

子

学
、
文
化
人
類
学
、
科
学
、

ア
イ
ヌ
文
化
等
の
論
考
が
、

ビ
ー
ズ
の
よ
う
に
つ
な
ぎ
合

い
照
ら
し
あ
う
。
ア
イ
ヌ
の

ビ
ー
ズ
の
首
飾
り
（
タ
マ
サ

イ
や
シ
ト
キ
）
の
「
物
語
」

は
、
約
一
四
万
年
前
の
北
ア

フ
リ
カ
の
貝
製
ビ
ー
ズ
に
始

ま
り
、
約
二
万
年
前
（
最
終

氷
期
）
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
陸

続
き
だ
っ
た
北
海
道
へ
至

る
。
縄
文
時
代
に
ビ
ー
ズ
素

材
と
し
て
本
州
の
ヒ
ス
イ
や

サ
ハ
リ
ン
の
碧
玉
が
も
た
ら

さ
れ
る
。
続
縄
文
時
代
〜
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
時
代
に
は
中

国
産
の
ガ
ラ
ス
玉
が
北
海
道

に
入
っ
て
く
る
。
ア
イ
ヌ
の

「
交
易
」
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
驚

く
ほ
ど
広
い
。
北
海
道
の
海

洋
河
川
を
足
場
と
す
る
「
漁

猟
民
族
」
と
し
て
の
ア
イ
ヌ

の
姿
が
立
ち
上
が
る
。
一
三

世
紀
（
ア
イ
ヌ
文
化
時
代
）

に
な
る
と
、
本
州
か
ら
の
ガ

ラ
ス
ビ
ー
ズ
や
鉄
器
を
組
み

合
わ
せ
た
首
飾
り
の
デ
ザ
イ

ン
が
誕
生
す
る
。
江
戸
期
の

タ
マ
サ
イ
に
は
「
寛
永
通

宝
」
と
い
っ
た
銅
貨
が
組
ま

れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
注

目
す
べ
き
は
、
「
も
の
の
伝

来
」
に
よ
っ
て
新
た
な
文
化

を
創
造
し
続
け
て
き
た
ア
イ

ヌ
の
懐
の
深
さ
で
あ
る
。
遠

く
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も

の
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
と
い
っ
た
「
移
動
空
間
や

時
間
的
経
緯
」
を
尊
重
し
、

価
値
と
し
て
き
た
文
化
的
態

度
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
地
理
的
な
広
が
り
と
し

て
、
北
東
ア
ジ
ア
の
少
数
民

族
コ
リ
ャ
ー
ク
や
北
ア
メ
リ

カ
先
住
民
、
台
湾
原
住
民
族

パ
イ
ワ
ン
、
ア
フ
リ
カ
の
牧

畜
民
サ
ン
ブ
ル
の
ビ
ー
ズ
文

化
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
現
代
に
お
け
る
ア
イ
ヌ

の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
紹
介
も

興
味
深
い
。
貝
澤
徹
の
蜘
蛛

の
首
飾
り
《
ヤ
オ
シ
ケ
ブ
カ

ム
イ
（
蜘
蛛
の
神
様
）
》（
二

〇
二
一
年
）
は
モ
チ
ー
フ
の

独
創
性
と
ウ
ロ
コ
彫
り
伝
統

技
法
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
見

事
な
作
品
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ

の
ビ
ー
ズ
作
品
を
概
観
す
る

と
、
文
化
多
様
性
の
受
容

と
、
自
由
な
創
意
工
夫
を
許

容
す
る
文
化
伝
承
の
あ
り
方

が
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。

　
本
書
は
分
析
し
た
エ
ビ
デ

ン
ス
の
中
心
に
、
ア
イ
ヌ
文

化
の
変
遷
が
浮
か
び
上
が
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
結
論
で
「
明
治
期
か

ら
現
在
ま
で
の
ビ
ー
ズ
の
歴

史
的
変
遷
に
不
明
な
部
分
が

多
い
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
些
か
残
念
で
あ
っ

た
。
ア
イ
ヌ
文
化
を
受
け
継

ぐ
八
幡
巴
絵
の
聞
き
取
り
調

査
か
ら
、
明
治
期
以
降
の
同

化
政
策
の
影
響
を
理
解
で
き

る
。「
イ
ヨ
イ
ペ
（
宝
物
）

な
ど
は
、
戦
後
に
不
要
と
思

っ
て
チ
パ
（
集
落
共
同
の
送

り
場
）
で
イ
ワ
ク

テ
し
て
送

っ
て
し
ま
っ
た
」「
こ
れ
か

ら
は
和
人
と
し
て
暮
ら
さ
な

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。

ア
イ
ヌ
ブ
リ
（
先
祖
の
儀

式
）
は
覚
え
な
く
て
い
い
」

と
い
う
白
老
ア
イ
ヌ
の
言
葉

は
重
く
、
彼
ら
の
苦
難
と
ビ

ー
ズ
文
化
財
減
少
の
背
景
が

明
ら
か
に
な
る
重
要
な
部
分

で
あ
る
。
一
方
で
、
ア
イ
ヌ

文
化
が
力
強
く
受
け
継
が
れ

る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
記
述

も
あ
る
。
年
齢
を
重
ね
（
ア

イ
ヌ
文
化
を
）
よ
く
知
る
人

間
で
な
け
れ
ば
「
タ
マ
サ
イ

を
つ
け
て
も
様
に
な
ら
な

い
」
と
ア
イ
ヌ
の
女
性
が
語

る
部
分
が
あ
る
。
彼
女
た
ち

は
、
タ
マ
サ
イ
を
身
に
着
け

た
フ
チ
（
お
ば
あ
さ
ん
）
の

姿
に
「
憧
れ
」
を
抱
い
て
い

た
と
い
う
。
ア
イ
ヌ
の
ビ
ー

ズ
は
フ
チ
達
へ
の
敬
意
の
象

徴
で
あ
り
、
文
化
継
承
の
能

動
的
動
機
と
な
っ
て
い
る
。

押
野
朱
美
の
論
考
に
は
、
祖

母
の
冬
子
フ
チ
か
ら
「
次
は

お
前
た
ち
が
ア
イ
ヌ
文
化
を

大
切
に
す
る
番
」
と
タ
マ
サ

イ
を
受
け
継
い
だ
経
緯
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。「
ア
イ
ヌ

民
族
は
今
で
も
い
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
心
な
い
質
問

が
あ
っ
た
と
き
、
押
野
は
タ

マ
サ
イ
を
通
じ
て
家
族
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
〝
自
分
の

文
化
に
つ
い
て
〟
語
り
か
け

る
と
い
う
。
一
粒
の
人
間
に

あ
る
「
歴
史
」
が
タ
マ
サ
イ

に
こ
め
ら
れ
、
具
体
性
を
保

ち
な
が
ら
次
世
代
に
伝
承
さ

れ
る
印
象
的
な
場
面
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
当
事
者
の
文

章
に
は
、
受
け
継
ぐ
文
化
を

尊
重
す
る
ア
イ
ヌ
の
矜
恃
と

文
化
的
態
度
が
現
在
も
生
き

て
お
り
、
将
来
世
代
に
伝
わ

っ
て
い
く
こ
と
を
予
感
さ
せ

る
。
そ
れ
は
、
本
書
が
ビ
ー

ズ
に
焦
点
を
絞
っ
た
か
ら
こ

そ
照
ら
さ
れ
た
真
実
で
あ

る
。
副
題
の
「
美
と
祈
り
の

二
万
年
」
と
い
う
言
葉
は
、

未
来
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
と
読
後
に
感
じ
る
本
で

あ
る
。（
と
も
た
り
・
み
か

こ
＝
九
州
大
学
教
授
・
芸
術

学
・
彫
刻
）

★
い
け
や
・
か
ず
の
ぶ
＝

国
立
民
族
学
博
物
館
人
類
文

明
誌
研
究
部
教
授
・
環
境
人

類
学
・
人
文
地
理
学
。
著
書

に
『
ト
ナ
カ
イ
の
大
地
、
ク

ジ
ラ
の
海
の
民
族
誌
』な
ど
。

池
谷

和
信
編

ア
イ
ヌ
の
ビ
ー
ズ

美
と
祈
り
の
二
万
年
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